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12006年度上期決算概要
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22006年度上期決算概要＜セグメント＞

( 単位：億円、端数四捨五入、＜　＞内は構成比(％) )
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売　上　高

<100> 1,481

(829)

(1,076)

合　　　計

-（ 消 去 又 は 全 社 ）

< 6> 88そ の 他 事 業

<23> 342国際物流事業

<71> 1,051国内物流事業
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32006年度上期決算概要＜業績推移＞
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4

（円）

（円）

（円）

（円）

（億円）

（億円）

('06.9.29)　 1,155('06.3.31)　 1,235株 価

26.2244.371株当たり中間(当期)純利益

871株当たり（中間）配当

1,162.921,144.721株当たり純資産

1,3001,278純資産

2,0372,010総資産

2006/上2005年度末

（　　　は自己資本比率(％) )

64 64

2006年度上期決算概要＜財政状態等＞
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52006年度上期決算概要＜設備等の状況＞

（参考） 賃 借

自 家 投 資

１６０５４９７

2006年度通期（計画）2006/上2005年度

１４０５２６３

海 外

国 　内

合 計

１８８１７４１７０

４２３９３２

２３０２１３２０２

2006年度通期（計画）2006/上2005年度

２１，６００２０，７５９１９，５７８グループ総人員

2006年度通期（計画）2006/上2005年度

８，０００７，７２３７，５０５連 結 人 員

設備投資設備投資

７６ ８０３６減価償却費

物流センター面積物流センター面積

期末人員期末人員

（単位：億円）

（単位：万㎡）

（単位：人）
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62006年度上期決算概要＜システム物流の状況＞

【グローバル】
クラリオン

【グローバル】
マルカイ

2006/上 主な立上げ案件2006/上 主な立上げ案件

【小売】
コスモス薬品

【卸】
コープ東北
サンネット

【小売】
某社

【グローバル】
三菱マテリアル

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼｽﾃﾑ物流案件

【情報・通信】
キヤノン

【小売】
昭和冷蔵

【その他】
某社

【グローバル】
某社

【情報・通信】
エレコム

【医療・福祉】
参天製薬

【生活･
ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ】
某社

【その他】
某社

【医療・福祉】
某社

【卸】
某社

【生活･
ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ】
コナミＧｒ

【医療・福祉】
某社

【小売】
某社

７月 ８月 ９月５月 ６月４月

１９件
＋

下期９件

年間２８件

【予　　定】
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小売

14%

21%
10%

40%

2006年度上期決算概要＜システム物流の状況＞

25%

その他

29%

7%
9%

《業種別顧客数構成比》《業種別売上高構成比》

医療・福祉

情報・通信

生活・
ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

6%

卸

9%

9%

21%

606
億円

438
社

小売
卸

生活・
ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

医療・福祉

情報・通信

その他

システム物流（国内一般顧客向け）業種別状況システム物流（国内一般顧客向け）業種別状況
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8上期トピックス

成田航空ｾﾝﾀｰの本格稼働（５月）成田航空ｾﾝﾀｰの本格稼働（５月） 仙台富谷物流ｾﾝﾀｰ稼働（６月）仙台富谷物流ｾﾝﾀｰ稼働（６月） 調達物流事業の強化（８月）調達物流事業の強化（８月）

宮城県富谷町

延床面積：20,500㎡（6,200坪）

目的：流通系顧客向け

　　　　　システム物流事業の

　　　　　強化

千葉県柏市

延床面積：22,100㎡（6,700坪）

目的：メーカー系顧客向け

　　　　　調達物流事業の強化

千葉県芝山町

延床面積：12,800㎡（3,900坪）

目的：グローバルシステム

　　　　　物流事業の推進

　　　　　航空フォワーダー事業

　　　　　の強化

◆システム物流事業の推進（国内外拠点の拡充）
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9上期トピックス

メキシコ第６物流センター稼働（９月）メキシコ第６物流センター稼働（９月）ロサンゼルス第２物流センター稼働（６月）ロサンゼルス第２物流センター稼働（６月）

カリフォルニア州カーソン
延床面積：26,500㎡（8,000坪）
目的：システム物流事業の強化

　(流通系グローバルシステム物流
　事業の開始)

ティファナ　
延床面積：24,800㎡（7,500坪）
目的：ボーダー物流事業の強化
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10上期トピックス

ベトナム事務所開設（４月）ベトナム事務所開設（４月） チェコ事務所開設（４月）チェコ事務所開設（４月） インド事業の開始（５月）インド事業の開始（５月）

ホーチミン　

目的：アジアビジネス

　　　　　の強化　

プラハ

目的：東欧ビジネス

　　　　　の強化

ニューデリー

　(事務所開設予定)

目的：インドビジネス

　の強化(代理店契約)
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11上期トピックス

関西メディカル物流センター（１１月新設）関西メディカル物流センター（１１月新設）

大阪府大阪市(舞洲)

延床面積：56,500㎡（17,000坪）

目的：メディカル業界向け　　　　　　　

　　　　　業界ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業の強化

東日本ＰＦＣ（５月増設）東日本ＰＦＣ（５月増設）

埼玉県加須市 ［増設分5,600坪］

延床面積：76,500㎡（23,000坪）　

目的：トイレタリー業界向け

　　　　　業界ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業の強化

◆業界プラットフォーム事業の推進(東西拠点の整備)
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12上期トピックス

岐阜物流センター（増設）岐阜物流センター（増設）首都圏東物流センター（増設）首都圏東物流センター（増設）

千葉県野田市　

　（2007/1稼働予定）

延床面積：37,100㎡（11,200坪）

目的：ｽﾎﾟｰﾂ･ｱﾊﾟﾚﾙ系顧客向け

　　　　　システム物流事業の強化

岐阜県美濃加茂市

　（2007/2稼働予定）

延床面積：11,400㎡（3,400坪）

目的：日立Gr向けシステム物流

　　　　　事業の強化

富山物流センター（増設）富山物流センター（増設）

富山県上市町

　（2006/10稼働）

延床面積：6,200㎡（1,900坪）

目的：ﾒﾃﾞｨｶﾙ関連顧客向け　　　　　

　　　　　システム物流事業の強化　

北海道物流センター（増設）北海道物流センター（増設）

北海道北広島市

　（2006/10稼働）

延床面積：3,600㎡（1,100坪）

目的：流通系顧客向けシステム

　　　　　物流事業の強化

◆拠点の拡充（下期稼働分）
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13今後の見通し＜2010年ビジョン＞
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2,709 2,857
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2,6482,547
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【2010年ビジョン】

3,000
3,000

4,000

5,000

５％売上高営業利益率

　250億円営業利益

5,000億円売上高

① ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼｽﾃﾑ物流事業の拡大（拠点・人員の整備）
② 収益力の更なる向上（作業生産性の向上）
③ ＣＳＲの完遂（現場力の更なる強化）


